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RX63Nグループ 
シンプルタイマ･フレームワーク 

はじめに 
このアプリケーションノートはシンプルタイマ･フレームワークの特徴と機能を紹介するものです。本アプ
リケーションノートに付属するサンプルデモプロジェクトは RSK+RX63N上で実行されるものですが、この
シンプルタイマ･フレームワークはどのハードウェアプラットフォーム上でも実行することができます。 

対象デバイス 
RX63Nグループ 
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1. 概要 
シンプルタイマ･フレームワークはコールバック機能を備えた連結リストのタイマです。その目的は、将来
のイベントをスケジュールし、イベントが発生する際に必要な動作を行うことです。フレームワークは非常
に柔軟性があり、大半のハードウェアプラットフォームで使用することができます。ユーザアプリケーショ
ンのすべてのモジュールまたはソフトウェア要素でシンプルタイマ･フレームワークのサービスを使用する
ことができます。フレームワークに設定できるタイマ数に制限はありません。 

 

2. シンプルタイマ･フレームワーク 
この章ではシンプルタイマ･フレームワークの詳細を説明します。フレームワークの特徴と制約、およびフ
レームワークをユーザアプリケーションに導入するための要件が記されています。 

 

2.1 要件  
シンプルタイマ･フレームワークはハードウェアタイマによる周期的なタイムティックを必要とします。任
意のシンプルタイマ周辺モジュールをこの目的のために使用できます。ルネサスMCUは TMRや CMTのよ
うにタイムティックを生成できる複数のタイマ周辺モジュールを備えています。ティックの周期はユーザア
プリケーションの要件により異なります。 

シンプルタイマ･フレームワークをユーザアプリケーションに組み込む際に必要とされる 2個のファイルは
simple_timer.cおよび simple_timer.hです。ソースファイル.Cにはシンプルタイマ･フレームワーク APIのコー
ドの本体が、ヘッダファイル.Hにはフレームワークで使用する APIと型定義が含まれています。シンプルタ
イマ･フレームワークで使用するメモリは 200バイト未満の ROMと 10バイト未満の RAMです。 

ユーザアプリケーションで定義され使用されるタイマオブジェクトの数は利用可能な RAMの容量によっ
てのみ制限されます。フレームワークのサービスを使用するモジュールおよびソフトウェア要素では正しく
APIを呼び出すためにヘッダファイル.Hをインクルードしなければなりません。個々のシンプルタイマ･フ
レームワークのオブジェクトは 36バイトの RAMを必要とします。 

 

2.2 内部構造 
シンプルタイマ･フレームワークのオブジェクト型の構造体は図 1に示されています。nameフィールドは
タイマの名前を ASCII文字列で格納しています。is_activeフィールドはタイマが開始したか否かを示してい
ます。start_timeと stop_timeフィールドは、それぞれの名前のとおり開始時刻と停止時刻を格納します。
callback_funcと paramはタイマが完了したときに登録された関数を呼び出すために使用されます。このコー
ルバック関数には paramが引数として渡されます。コールバック関数はユーザアプリケーションの要件に応
じてリスト内のタイマごとに異なる関数を指定できます。フィールド*prevと*nextはタイマを連結するため
に使われます。 

name[]

is_active

start_time

stop_time

callback_func

param

*prev

*next
 

図 1 シンプルタイマ型 
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有効なタイマは stop_timeの値によってソートされ、stop_timeがもっとも小さなタイマが list_headポインタ
によって指し示されています。図 2はこの状態を示しており、図示のために stop_timeと連結ポインタのみが
示されています。 

9

*prev

*next

12

*prev

*next

15

*prev

*next

list head

 

図 2 タイマの連結リスト 

 
新しいタイマは stop_timeの値をリスト内のタイマの stop_timeの値との比較で検索し、連結ポインタの値
を変更することで連結リストに組み込まれます。図 3は stop_timeの値が 13の新しいタイマが連結リストに
挿入される場合を示しています。 

9

*prev

*next

12

*prev

*next

15

*prev

*next

list head

prev cur

13

*prev

*next

timer  

図 3 新しいタイマの挿入 

 
シンプルタイマ･フレームワーク内のタイムティック値がタイマの stop_timeの値以上になると、そのタイ
マは完了します。このとき、そのタイマはリストから外され、登録されていたコールバック関数が param引
数を伴って呼び出されます。シンプルタイマ･フレームワークは有効なタイマをキャンセルする機能を提供し
ます。キャンセルされたタイマは必要に応じて連結ポインタを変更し連結リストから外されます。 
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3. サンプルデモプロジェクト 
本アプリケーションノートでは RSK+RX63N上で動作するサンプルデモプロジェクトを提供しています。
しかし、シンプルタイマ･フレームワークはどのようなハードウェアプラットフォーム上でも実行することが
できます。この章ではサンプルデモプロジェクトに関して説明します。 

 

3.1 デモプロジェクトのディレクトリ構成 
図 4はシンプルタイマ･フレームワークのデモプロジェクトのディレクトリ構成を示しています。bspフォ
ルダにはルネサスボードに固有のソースコードが格納されています。シンプルタイマ･フレームワークのソー
スファイルはフレームワークのテストを行うデバッグコンソールおよびタイムティックを生成する TMRモ
ジュールと共に codeフォルダに入っています。 

 

図 4 シンプルタイマフレームワークのデモのディレクトリ構成 

 

3.2 デモプロジェクトのセットアップ 
RSK+RX63Nボードの初期化は bspフォルダ内のファイルで行われます。ソースコードmain.cは LED、LCD、
および押しボタンスイッチの初期化を行います。サンプルデモプロジェクトでは TMRモジュールによって生
成される 1秒間隔のタイムティックを使用しており、この初期化は main.cファイル内で行われています。シ
ンプルタイマ･フレームワークも main.cで初期化されます。 

サンプルデモプロジェクトは、有効なタイマのリストをスタート、キャンセルおよびダンプする簡単なコ
マンドの送受信のために HEWデバッグコンソールを使用しています。HEWデバッグコンソールは RX63N
のシリアルポートリソースをまったく使用しないため、非常に便利です。HEWデバッグコンソールはルネサ
ス E1デバッグ接続を使用しており、これ以外のケーブルや USB-シリアル変換器を必要としません。 

以下がシリアルテストコマンドのメッセージフォーマットです。 

タイマの開始: s<space><timerid><space><duration><CR> 

タイマのキャンセル: c<space><timerid><CR> 

タイマリストのダンプ: d<CR> 

サンプルデモプロジェクトではシンプルタイマ･フレームワークがどのように動作するかを示すために 3個
のタイマを使用しています。以下はデバッグコンソールからのサンプル出力の表示の一例です。 

 
d 
dumping timer list -- current time(4) 
name   start time stop time  callbackFn param 
========== ========== ========== ========== ========== 
 
s 1 30 
start timer: timer1 for 30 seconds -- Success 
 
s 0 10 
start timer: timer0 for 10 seconds -- Success 
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d 
dumping timer list -- current time(26) 
name   start time stop time  callbackFn param 
========== ========== ========== ========== ========== 
   timer0    23    33 0xfff8109b 0x00000000 
   timer1    13    43 0xfff8109b 0x00000001 
 
*** simple timer test callback: timer0 expired -- current time(33) *** 
 
*** simple timer test callback: timer1 expired -- current time(43) *** 
 
d 
dumping timer list -- current time(47) 
name   start time stop time  callbackFn param 
========== ========== ========== ========== ========== 
 
最初はリスト内に有効なタイマは存在しません。先ずタイマ 1が 30秒間として開始され、次にタイマ 0が

10秒間で開始されています。有効なタイマのリストでは動作中のタイマが停止時刻の順にソートされて表示
されます。このリストにはコールバック関数とそのパラメータも併せて表示されます。タイマが完了すると、
コールバック関数が呼び出され、そのタイマはリストから外されます。 

s 0 100 
start timer: timer0 for 100 seconds -- Success 
 
s 1 200 
start timer: timer1 for 200 seconds -- Success 
 
s 2 300 
start timer: timer2 for 300 seconds -- Success 
 
d 
dumping timer list -- current time(595) 
name   start time stop time  callbackFn param 
========== ========== ========== ========== ========== 
   timer0    582    682 0xfff8109b 0x00000000 
   timer1    588    788 0xfff8109b 0x00000001 
   timer2    594    894 0xfff8109b 0x00000002 
 
c 1 
cancel timer: timer1 -- Success 
 
d 
dumping timer list -- current time(605) 
name   start time stop time  callbackFn param 
========== ========== ========== ========== ========== 
   timer0    582    682 0xfff8109b 0x00000000 
   timer2    594    894 0xfff8109b 0x00000002 
 
この例ではタイマ 0、1、および 2がそれぞれ 100秒、200秒、300秒の時間として開始されています。リス
トには 3個のタイマすべてが有効なことが示され、停止時刻でソートされています。次のコマンドではタイ
マ 1をキャンセルし、2個目のリストでその後の状態を表示しています。 
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4. シンプルタイマ･フレームワーク API 
以下はシンプルタイマ･フレームワークの APIとなる関数です。この章では個々の API関数について説明し
ます。 

st_status_code_t   simple_timer_init (void); 

st_status_code_t   simple_timer_init_timer (uint8_t const *name, st_timer_t *timer); 

st_status_code_t   simple_timer_start_timer (st_timer_t *timer,  

uint32_t duration,  

st_callback_func_t callback_func,  

uint32_t param); 

st_status_code_t simple_timer_cancel_timer (st_timer_t *timer); 

uint32_t simple_timer_get_time (void); 

st_status_code_t simple_timer_set_time (uint32_t time); 

st_timer_t *simple_timer_get_head (void); 

void simple_timer_increment_time (void); 

void simple_timer_check_timer_expiry (void); 

 

4.1 simple_timer_init 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークの初期化を行います。 

 
形式 

 st_status_code_tsimple_timer_init(void); 
 

 
パラメータ 

 なし 

 
戻り値 

 ST_SUCEESS=正常終了 

 ST_SUCCESS以外の値はエラーが生じたことを示しています。 

 
所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIはシンプルタイマ･フレームワークの変数を初期化します。フレームワークを使用する前に
この関数を呼び出さなければなりません。 
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4.2 simple_timer_init_timer 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイマを初期化します。 

 
形式 

 st_status_code_t simple_timer_init_timer (uint8_t const *name, 
                st_timer_t *timer) 
 

 
パラメータ 

 name 
 
 タイマの名前を示す ASCII文字列。 

 timer 
 
 初期化するタイマオブジェクトのポインタ。 

 
戻り値 

 ST_SUCEESS=正常終了 

 ST_SUCCESS以外の値はエラーが生じたことを示しています。 

 
所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIはシンプルタイマ･フレームワークのインスタンス化されたタイマオブジェクトを初期化し
ます。APIはこのタイマへのポインタとタイマの名前となる ASCII文字列を使用します。この関数は
タイマオブジェクトを作成した後に呼び出さなければなりません。 

 

4.3 simple_timer_start_timer 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイマを開始します。 

 
形式 

 status_code_t simple_timer_start_timer (st_timer_t *timer, 
               uint32_t duration, 
               st_callback_func_t callback_func, 
               uint32_t param) 
 

 
パラメータ 

 timer 
 
 開始されるタイマオブジェクトへのポインタ。 

 duration 
 
 このタイマのタイムアウト時間。 
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callback_func 
 
 タイマが完了した際に呼び出される関数のポインタ。 

param 
 
 コールバック関数の呼び出し時に渡されるパラメータ。 

 
戻り値 

 ST_SUCEESS=正常終了 

 ST_SUCCESS以外の値はエラーが生じたことを示しています。 

 
所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイマを開始します。開始させるタイマはタイマポイ
ンタで示され、そのタイムアウト値が時間の引数で指定されます。シンプルタイマ･フレームワーク
ではタイマの完了をユーザアプリケーションに伝えるためにコールバック関数が使用されます。
paramはコールバック関数に渡される引数で、何を示すものかは限定されていません。ユーザアプリ
ケーションで uint32_t以外の型を定義しているときには型のキャストを行うことを推奨します。この
フィールドは 4バイト長ですので、ポインタを渡すこともできます。 

タイマがすでに起動されている（有効である）ときには、ST_FAILUREが戻されます。タイマが正常
に開始されると、このタイマは停止時刻の順にソートされた状態でタイマの連結リストに格納されま
す。 

 

4.4 simple_timer_cancel_timer 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイマをキャンセルします。 

 
形式 

 st_status_code_t simple_timer_cancel_timer (st_timer_t *timer) 
 
 
パラメータ 

 timer 
 
 キャンセルされるタイマオブジェクトをポインタで指定します。 

 
戻り値 

 ST_SUCEESS=正常終了 

 ST_SUCCESS以外の値はエラーが生じたことを示しています。 

 
所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 
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説明 

この APIは有効なシンプルタイマ･フレームワークのタイマをキャンセルします。起動されていない
タイマをキャンセルしようとすると、ST_FAILUREが戻されます。キャンセルされたタイマは有効な
タイマの連結リストから外されます。 

 

4.5 simple_timer_get_time 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークにおけるタイムティックを返します。 

 

形式 

 uint32_tsimple_timer_get_time (void) 
 

 
パラメータ 

 なし 

 
戻り値 

 現在のタイムティック値が uint32_t型で戻されます。 

 
所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIはシンプルタイマ･フレームワークにおけるその時点のタイムティックの値を知るために使
用されます。 

 

4.6 simple_timer_set_time 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイムティックを設定します。 

 
形式 

 st_status_code_tsimple_timer_set_time(uint32_ttime) 
 

 
パラメータ 

 time 
 
 タイムティックの値 

 
戻り値 

 ST_SUCEESS=正常終了 

 ST_SUCCESS以外の値はエラーが生じたことを示しています。 
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所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイムティックの値を設定するために使用されます。
この APIによって明確に設定されていないとき、タイムティックのデフォルト値は 0です。 

 

4.7 simple_timer_get_head 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークにおける先頭ポインタを返します。 

 
形式 

 st_timer_t*simple_timer_get_head (void) 
 

 
パラメータ 

 なし 

 
戻り値 

 有効なタイマの連結リストの先頭を示す timer_list_head変数の値が戻されます。 

 
所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIはシンプルタイマ･フレームワークの timer_list_head変数の値を得るために使用されます。
NULLが戻されたときには、リスト内に有効なタイマが存在していないことを意味しています。 

 

4.8 simple_timer_increment_time 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイムティックをインクリメントします。 

 
形式 

voidsimple_timer_increment_time (void) 
 

 
パラメータ 

 なし 

 
戻り値 

 なし 
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所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイムティックをインクリメントします。通常、この
API呼び出しは周期タイマの割り込みサービスルーチンの中に追加されます。 

 

4.9 simple_timer_check_timer_expiry 
この APIはシンプルタイマ･フレームワークのタイマが完了したかをチェックします。 

 
形式 

 voidsimple_timer_check_timer_expiry (void) 
 

 
パラメータ 

 なし 

 
戻り値 

 なし 

 
所在 

 プロトタイプはファイル simple_timer.hに、 

 関数の本体はファイル simple_timer.cに存在します。 

 
説明 

この APIは、シンプルタイマ･フレームワークの有効なタイマのリストにあるタイマが完了したかを
チェックするために使用されます。有効なタイマはリスト内で停止時刻に関してソートされており、
タイマはリストの先頭から順にチェックされます。先頭ポインタが示すタイマが完了時刻に達してい
るときには、タイマはリストから外され、このタイマのコールバック関数が呼び出されます。APIは
リスト内の次のタイマに先頭ポインタを更新し、新たに先頭となったタイマの停止時刻に達していな
いかを調べます。リスト内にタイマがなくなるか、先頭ポインタが示すタイマの停止時刻に達するま
で、この操作が繰り返されます。 

この APIの呼び出しは、通常、メインループに追加されます。 

 

5. References 
1. Group Hardware Manuals for the Renesas device on the RSK board. 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサスエレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

A-1 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2013.02.08 — 初版発行 

 



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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